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伊

太

利

労

働

瞳

制

の

特

徴

大

塚

朗

序

言

一
切
。
敵
時
勢
力
を
徹
底
的
に
撃
砕
し
、
併
せ
で
そ
れ
と
不
離
一
惜
の
閥
係
に
で
、
大
捷
成
白
下
に
自
ら
そ
れ
白
大
盟
主
た
る
大
東

E
共
韓
闘
を
確
立

す
る
こ
と
が
、
皇
凶
現
代
目
中
心
的
最
高
諌
越
で
あ
る
。
此
の
課
題
的
解
決
を
昆
建
す
る
錦
に
、
知
一
線
の
善
戦
及
び
建
設
に
呼
臨
し
て
、
岡
内
総
て
白

槽
簡
域
に
あ
る
諸
力
諸
要
素
目
、
悉

f
右
と
同
ビ
目
標
を
儒
貼
と
し
て
結
集
し
、
そ
の
開
制
下
に
は
岬
て
、
夫
々
最
高
度
白
教
果
的
荊
動
力
中
佐
渡
部
せ
な
け

れ
ば
な
ら
由
c
郎
ち
、
政
晴
に
、
経
慣
に
、
思
想
に
、
文
化
に
、
降
車
に
、
岡
内
生
活
の
凡
有
る
方
面
に
於
て
、
推
樟
な
る
犬
車
亜
戦
棉
が
調
力
に
展
開

さ
れ
ね
ば
な
ら
由
回
、
就
中
、
官
接
に
物
的
方
面
に
着
眼
し
て
そ
札
の
第
一
線
ー
と
な
る
生
産
機
能
的
部
門
の
任
務
は
、
現
代
職
を
職
ふ
凡
て
の
閣
に
共
通

の
事
情
な
が
ら
、
我
闘
に
と
り
特
に
抽
品
て
重
大
な
意
義
を
持
つ
白
で
あ
る
。
執
が
正
面
の
敵
、
来
英
は
そ
の
諮
大
な
る
支
配
闘
内
の
強
力
な
る
生
産
力

施
設
と
物
質
的
天
恵
と
を
自
負
し
て
、
世
界
障
に
東
亜
を
威
嚇
し
陣
迫
し
て
今
日
に
至
れ
る
も
白
で
あ
り
、
開
戦
中
年
に
満
た
子
し
て
既
に
早
〈
呈
東
亜

白
区
域
か
ら
そ
の
久
し
き
植
要
職
略
的
基
鮎
を
皇
曜
の
武
威
陀
よ
っ
て
略
ぽ
挽
定
し
識
さ
和
た
る
現
段
階
に
も
、
な
ほ
依
掠

ξ
L
て
そ
内
繍
搾
力
特
に
そ

白
生
産
力
を
た
ピ
こ
れ
博
品
、
な
ほ
傍
〈
も
高
一
に
大
規
模
の
箪
事
的
反
撃
を
儲
伴
せ
ん
と
し
て
、
そ
の
機
曾
を
担
ふ
野
望
を
還
し
〈
し
て
ゐ
る
も
白
で

あ
る
。
端
的
に
い
へ
ば
、
今
中
彼
撃
に
於
け
る
作
職
謀
略
上
白
唯
一
な
ら
干
ば

9
〈
と
も
最
大
の
基
本
問
題
は
、
確
に
彼
我
相
互
の
職
時
生
産
力
白
比
較

で
晶
ら
う

k
推
論
さ
れ
得
る
。

か
〈
亡
、
+
役
職
国
す
を
描
巴
て
敵
陣
替
を
完
全
に
扮
時
し
刷
版
せ
し
む
る
需
に
は
、
彼
出
自
ら
唯
一
白
戦
略
的
要
街
と
し
て
依
操
せ
ん
と
す
る
車
庫
力

職
組
に
於
て
も
ま
た
我
が
紬
闘
力
直
接
に
い
へ
ば
我
が
凶
説
的
生
産
力
が
克
〈
徹
底
的
K
敵
勢
力
を
制
醸
し
、
以
て
速
に
そ
の
野
望
と
讃
動
と
を
根
底
よ

り
封
鎖
、
撃
滅
す
る
と
と
に
成
功

L
な
け
れ
ば
冷
ら
ぬ
ロ
而

L
で
此
の
職
争
段
階
こ
そ
は
正
に
今
日
よ
り
始
ま
る
と
い
ふ
べ
き
も
自
で
あ
る
。
却
前
、
彼

我
生
産
力
職
は
大
東
一
亜
職
事
の
今
日
を
で
の
段
階
に
於
て
も
離
し
〈
阿
は
れ
て
前
に
絶
大
な
る
職
県
を
場
げ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
ピ
〈
皇
軍
の
手

に
よ
ワ
て
成
っ
た
白
で
あ
る
。
と
れ
は
、
敵
陣
替
に
周
し
た
る
庚
大
な
る
南
方
費
源
幽
が
皇
単
に
占
領
さ
れ
て
逆
に
大
東
亜
建
設
の
基
底
化
さ
れ
た
こ
と
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世
大
利
勢
働
惜
制
白
特
徴

第
五
十
五
巻

四
O
A

品
開
四
臨

"、

を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
今
後
生
斥
力
職
は
主
と
し
て
銃
後
図
内
に
あ
る
岡
有
の
生
捷
職
場
に
於
で
、
海
邑
隔
で
、
岡
境
を
越
え
た
る
敵
陣
替
回
そ
れ
に

於
け
る
も
の
と
相
封
し
、
無
嘩
無
色
町
砲
煩
悶
雨
を
以
て
闘
mv
抜
か
れ
ね
「
ば
な

b
向
性
質
白
‘
も
の
で
あ
る
。
胞
の
生
産
力
戦
線
に
於
け
る
戦
力
を
直
接
、

間
接
に
制
約
す
る
諸
要
素
は
、
貨
に
諸
種
多
方
面
に
岐
れ
る
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
就
中
直
接
に
決
定
的
意
義
を
有
ナ
る
も
の
は
、
身
を
以
て
親

L
〈
生

産
職
域
陪
従
業
す
る
告
階
層
白
勤
努
者
に
於
け
る
事
情
で
あ
る
。
そ
れ
は
企
業
者
、
職
員
、
一
般
勢
務
者
等
、
凡
で
を
包
告
し
、
一
括
し
で
庫
業
人
と
い

は
る
べ
き
職
能
人
に
於
け
る
事
情
で
あ
る
。
具
静
的
に
い
へ
ば
、
産
業
人
の
教
と
そ
の
精
神
、
慨
カ
、
技
冊
、
而
し
で
最
後
に
そ
れ
己
蕗
契
槽
白
協
力
的

活
動
由
貿
現
脅
支
へ
、

H
A
J
規
定
す
る
祉
曾
的
積
停
で
あ
る
。
と
れ
ら
白
も
の
弘
中
で
も
、
特
忙
最
後
白
も
m

L
認
識
が
特
殊
の
重
大
性
を
持
っ
て
ゐ

る
。
産
業
人
目
数
も
.
重
た
筒
々
農
業
人
白
諸
費
質
も
、
そ
れ
が
現
伎
の
産
業
職
域
を
場
所
に
し
て
綿
盤
的
に
如
何
な
る
生
産
的
職
県
を
麓
揮
し
寅
割
ナ

る
か
は
究
極
に
於
て
産
業
的
勤
捗
の
祉
曾
的
秩
序
に
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
今
字
、
そ
の
職
域
階
層
の
何
た
る
か
に
よ
ら
ず
、
そ
自
身
の
勤
努
を
誼
ピ

て
、
直
接
に
生
産
職
場
に
奉
公
す
る
我
が
全
産
業
人
白
生
産
的
職
果
如
何
が
、
大
東
亜
戦
争
白
究
極
的
成
敗
を
決
定
す
る
一
重
大
見
掛
た
る
べ
き
職
事
段

階
に
臨
ん
で
、
鳶
業
人
目
責
務
、
と
負
荷
四
重
さ
と
と
正
に
言
語
に
事
〈
せ
ぬ
も
白
が
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
胞
が
、
そ
れ
に
関
聯
し
て
我
が
図
生
車
問
戦
線
に

於
り
る
勤
勢
由
枇
曾
的
秩
序
の
意
義
も
全
た
正
に
重
重
至
大
と
い
ふ
日
他
は
な
い
。

箇
々
町
生
産
的
勤
勢
を
構
成
す
る
持
要
素
旧
来
産
業
職
線
に
於
け
る
棉
脚
的
協
力
活
動
の
寅
現
を
支
持
し
、
こ
れ
を
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
肝
曾
的
棋
序

を
、
一
般
的
に
勢
働
値
制
と
い
は
ふ
と
思
ふ
、
か
〈
て
、
大
東
亜
戦
争
今
後
の
段
階
に
は
即
け
る
我
が
生
産
力
戦
棉
の
成
果
、
従
ー
っ
て
ま
た
我
が
岡
持
働
時

制
D
意
義
白
上
越
せ
る
如
き
比
舗
な
き
重
大
性
を
恩
へ
ば
、
品
鵠
的
に
我
が
現
在
の
努
働
膿
制
白
蝶
備
賀
質
白
憤
値
検
討
が
夏
め
て
問
題
に
な
る
べ
き
理

由
が
あ
る
と
恩
ふ
。
蓋

L
、
我
が
岡
田
勢
働
償
制
は
日
支
事
時
間
判
読
後
、
敷
年
間
に
序
を
遁
ふ
で
時
周
邸
臆
白
棟
に
消
へ
る
鐘
化
四
一
詮
を
F
E
R
E
J
、
一

昨
キ
末
以
来
に
於
け
る
大
日
本
産
業
報
図
骨
白
長
後
的
整
備
を
締
で
A
Y
や
低
に
往
時
白
そ
れ
に
劃
し
て
+
一
面
的
、
劃
期
的
な
る
草
新
を
途
げ
で
ゐ
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
今
一
層
立
っ
て
そ
白
内
容
を
た
づ
ね
て
こ
れ
が
細
部
に
捗
る
具
閥
的
事
情
の
考
察
を
試
む
る
人
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
dm
幽
の
革
新
的
持

働
惜
制
に
於
て
更
に
一
段
白
修
理
固
成
を
要
ナ
る
位
地
が
諾
貼
、
諸
方
面
に
存
ナ
る
現
放
な
る
と
B
F
一
在
、
誰
も
否
み
龍
は
ぬ
と
思
r
自
由
で
あ
る
。
所
謂
劫

勢
新
世
制
白
問
題
が
祖
下
産
業
人
町
婚
ふ
重
大
負
荷
に
完
舟
に
臆
吋
得
る
宇
う
に
既
に
全
〈
事
質
的
に
解
決
し
融
ヨ
れ
て
ゐ
る
と
は
、
正
直
に
物
を
考
へ

る
誰
も
が
高
官

L
得
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ち
ろ
。
己
の
場
合
に
、
我
が
現
在
白
勢
働
償
制
白
内
容
を
更
に
一
段
ー
と
修
理
岡
成

L
、
こ
れ
を
し
で
大
東
亜
戦
争
下

白
我
が
生
産
戦
線
白
重
大
負
荷
の
達
成
に
謝
し
て
完
全
に
寄
奥
し
得
る
も
?
に

b
し
め
ん
と
す
る
構
想
に
際
し
て
は
、
我
闘
の
そ
れ
と
比
較
調
象

L
得
べ

き
他
園
。
そ
れ
白
内
容
に
た
づ
ね
入
る
こ
と
が
一
つ
四
用
意
と
し
て
有
益
で
る
る
。
こ
の
と
と
は
敢
て
無
批
列
に
井
岡
白
も
の
を
模
倣
す
る
錆
で
は
な

f

主
た
漫
り
に
そ
れ
を
他
山
の
石
劃
す
る
目
的
に
出
づ
る
の
で
な
く
、
た
だ
そ
四
聞
に
自
ら
典
へ
る
あ
べ
き
諸
般
田
宗
暁
が
、
我
が
図
由
司
令
れ
に
固
宥
に
備



は
る
べ
き
良
貨
の
委
の
著
想
に
刺
戟
疹
奥
へ
る
も
の
ど
し
で
、
と
れ
に
哩
注
意
味
を
認
め
る
こ
と
が
出
事
る
主
思

pt
右
の
円
的
に
封
し
で
先
づ
第
一
に

と
り
上
げ
ら
る
べ
き
も
の
は
、
掴
逸
及
び
伊
ト
A

利
目
労
働
樟
制
で
ち
る
。
ど
れ
ら
の
も
の
は
、
そ
の
根
本
的
性
格
が
未
英
的
自
由
主
義
白
そ
れ
で
は
な

〈
、
又
ソ
ゲ
イ
ヱ
ツ
ト
的
共
産
主
義
白
そ
れ
で
も
な
い
鮎
に
於
て
白
か
ぎ
り
で
、
設
問
現
在
白
努
働
惜
制
と
一
一
胆
相
誼
干
る
と
こ
ろ
を
持
ち
、
我
附
現
在

や
も
白
白
目
品
種
的
な
る
修
理
問
成
に
到
し
て
最
も
商
接
的
な
る
示
唆
を
典
へ
得
る
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
摘
泡
白
品
労
働
問
制
は
、
我
図
で
も
既
に
か
な
り

詳
し
い
紹
介
宇
立
ち
入
っ
た
研
究
が
行
は
恥
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
比
較
す
れ
ば
、
濁
塩
田
そ
れ
と
相
調
子
る
も
の
を
持
ち
な
が

b
、
し
か
も
相
官
に
額
著
な

る
相
呉
貼
を
有
し
て
明
確
な
る
特
昧
白
個
性
を
示
し
て
ゐ
る
伊
大
利
融
世
働
膿
制
の
紹
介
、
研
究
は
快
し
て
充
分
と
は
い
へ
な
い
O

で
あ
る
。
号
と
に
我
困

現
在
日
勢
働
値
制
を
我
闘
囲
有
の
原
理
に
従
う
て
更
に
一
段
と
修
理
回
成
す
る
鴻
白
構
忽
と
い
ふ
撞
木
動
楢
に
促
さ
れ
で
、
伊
太
制
第
働
値
制
白
特
徴
に

つ
い
て
考
察
し
ゃ
う
と
思
ふ
所
以
で
あ
る
。

7
ア

ヅ

ジ

ズ

ム

経

済

槻

の

本

質

伊
太
利
券
偽
憾
制
は
そ
の
根
底
を
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
経
済
観
に
蒔
い
て
ゐ
る
。

一
目
股
遁
確
に
い
ふ
友
ら
ば
、
フ
ア
ヴ
シ
ス
ム
経
済
観

の
中
に
織
込
ま
れ
て
、
そ
己
で
特
有
の
性
格
を
輿
へ
ら
れ
で
ゐ
る
と
と
ろ
の
持
働
視
が
、
伊
太
利
弊
働
問
慣
例
の
基
本
的
要
素
に
た
っ

て
ぬ
る
自
で
あ
る
。
伊
太
利
岬
労
働
閣
制
の
制
度
的
、
外
存
的
要
素
は
伊
太
利
融
貯
働
甥
制
の
奥
に
潜
在
し
て
ゐ
る
と
と
ろ
の
同
有
白
持

的
孤
に
制
約
せ
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
の
韓
国
現
を
支
へ
る
震
の
枇
合
的
機
構
と
し
て
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

α意
味
で
、
伊

太
利
勢
働
髄
制
の
内
面
的
理
解
を
得
る
に
は
、
ぞ
れ
忙
同
有
の
界
働
視
を
、
従
っ
て
、
遡
つ
て
は
、
更
に
そ
の
基
本
的
母
胎
た
る
フ

命

T
ッ
シ
、
ス
ム
経
誠
刑
制
耐
の
本
質
を
先
づ
把
援
す
る
必
要
が
あ
る
。

フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
経
済
槻
の
本
質
は
、
己
れ
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
秩
序
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
伊
太
利
経
済
制
度
の
形
態
か
ら
師
納
的
に

判
断
す
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
別
に
、
フ
ア
ツ
ウ
ズ
ム
制
山
止
の
創
設
者
、
乃
五
は
そ
の
運
動
の
理
論
的
指
導
者
白
一
言

論
を
通
じ
、
或
は
伊
太
利
の
経
済
及
所
持
伺
を
全
面
的
に
規
律

f
る
基
本
法
上
の
原
額
的
宣
一
一
百
等
を
見
て
、
直
接
に
そ
れ
に
燭
れ
る

伊
大
利
第
働
韓
制
白
特
徴

第
五
十
五
巻

四

C
九

第
回
披
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伊
太
利
勢
働
樺
制
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特
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傍
五
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四
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と
と
が
出
来
る
o
E
D
方
法
に
よ
っ
で
窺
ふ
に
、
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
経
済
椀
白
本
質
的
特
徴
は
、
岡
民
生
前
の
企
慨
を
沙
っ
て
そ
己
に

展
開
す
る
経
済
の
地
位
が
凡
て
究
極
的
に
は
図
家
そ
の
も
の
の
利
益
を
中
心
的
師
側
黙
と
す
る
と
と
ろ
に
定
め
ら
れ
、
一
律
的
に
闘

家
白
利
径
を
決
定
的
基
準
と
し
て
批
判
せ
ら
れ
、
意
義
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
と
と
ろ
に
見
出
さ
れ
る
。
歴
史
的
事
賓
と
し
て

の
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
が
自
由
主
義
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
主
義
と
の
こ
つ
の
現
資
的
枇
合
勢
力
に
封
す
る
劉
抗
的
第
三
勢
力
と
し
て
勃
興
しi

た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
必
然
的
結
果
で
は
あ
る
が
、
上
漣
の
如
昔
経
済
根
本
視
白
思
想
的
内
容
は
、
自
由
主
義
的
見
解
と
枇
曾
主
義

的
見
解
と
の
耐
者
に
針

L
、
針
味
的
に
異
質
性
の
も
の
訟
の
で
あ
る
。

E
D
E
と
は
、
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
運
動
に
於
け
る
最
も
有
力
一
た

理
論
的
指
導
者
と
た
っ
た
ロ
ツ
ヨ

(
T
R
o
w
〉
)
に
よ
っ
て
、
直
接
明
白
に
言
明
さ
れ
て
ゐ
日
出
。
本
来
、
遡
う
て
フ
ア
ヅ
シ
ズ
ム
白
一
凶

ロ
家
相
刷
、
図
民
翻
が
由
同
由
主
義
並
び
に
枇
品
開
主
義
白
そ
れ
に
卦
し
て
全
〈
国
間
質
性
の
も

D
な
の
で
あ
る
。

賀
践
そ
の
も
白
及
び
史
時
方
法
的
原
理
・
と
し
て
、
自
由
主
義
と
世
昏
主
議
選
ん
で
ポ
ル
シ
£
グ
イ
ズ
ム
と
は
、
互
に
劃
角
的
闘
悼
を
以
て
滋

L
〈
街
突

ナ
る
け
れ
"
と
も
、
そ
回
世
界
翻
的
究
曲
目
標
に
於
、
て
嗣
者
は
も
と
不
一
一
一
般
白
抽
盤
聯
帯
閥
怖
を
持
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
四
究
極
目
標
白
質
現

を
畑
せ
ん
と
す
る
枇
曾
的
方
法
に
於
て
こ
そ
、
互
に
正
而
的
衝
突
白
聞
係
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
根
源
的
思
想
に
於
で
右
目
雨
者
が
同
根
性
D

も
自
で
る

る
己
と
は
、
此
白
際
極
品
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
南
者
は
そ
の
根
抵
に
於
て
個
人
を
最
高
白
倒
値
と
す
る
世
界
嗣
酬
を
堅
持
し
高
人
最
大
田
幸
踊
を
貨
現

す
る
と
と
に
究
栂
的
貿
践
目
擦
を
持
っ
て
ゐ
る
。
か
〈
で
、
爾
者
に
於
て
は
、
と
れ
が
内
部
的
結
告
を
媒
介

L
、
そ
田
紐
帯
的
要
素
と
な
る
も
の
の
性
質

差
に
よ
っ
て
定
ま
る
一
世
骨
D
範
鴫
別
は
如
何
と
も
あ
れ
、
凡
そ
出
合

σ
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
凡
て
夫
ミ
の
各
時
代
に
共
有
す
る
多
段
側
人
の
総
員
集

合
的
生
存
と
い
ふ
平
面
瞳
的
、
槽
械
的
構
設
白
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
ち
る
。
岡
山
訴
も
ま
た
時
代
の
特
定
数
生
民
を
究
挫
的
構
成
要
素
と
す
る
特
昨
白

祉
曾
的
組
織
世
に
他
な
ら
ぬ
も
の
と
せ
ら
れ
、
そ
れ
の
本
端
的
存
花
意
義
は
そ
の
構
成
員
た
る
佃
人
の
利
盆
に
役
立
つ
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
従
っ
て
、
個
々
構
成
員
白
究
極
目
的
以
外
に
岡
家
自
世
田
潟
白
目
的
な
る
も
の
が
あ
り
得
な
い
と
さ
れ
V

、
貝
世
的
に
は
、
内
外
多
様
由
攻
撃
に

劃
し
て
、
国
家
内
待
た
あ
枇
曾
の
従
っ
て
、
そ
れ
白
構
成
員
た
あ
個
人
白
幸
繭
を
防
衛
す
る
こ
と
が
図
家
の
固
有
目
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
印
ち
、
自
由

主
義
と
祉
官
主
義
と
は
、
夫
々
の
主
張
す
る
耽
曾
的
方
法
に
於
て
相
封
立
し
、
従
っ
て
食
践
的
勢
力
と
し
て
互
に
闘
争
す
る
け
れ
ど
も
、
個
人
を
最
高
憤

値
剥
す
る
世
界
翻
に
於
て
不
二
一
世
自
も
白
で
あ
虫
、
共
に
岡
京
を
個
人
由
宇
耐
の
貨
四
手
段
に
掴
ぎ
な
い
主
見
る
の
で
あ
る
。
取
官
貯
の
現
貨
同
家
に
劉

Richter， 5.) Das Gesetz zur Ordnung der nationalen Arbeit und die Carta 
del Lavoro， 1937， S. 10 
Cf. Welk， W. G.， Fascist Economic Policy， 1938， P・33.) 



ず
る
見
方
に
於
て
こ
そ
両
者
白
聞
に
大
な
る
差
異
が
あ
る
け
れ
ど
也
、
巾
7
f
と
も
、
理
念
と
し
て
の
国
家
白
本
質
的
意
義
に
関
し
て
、
究
極
的
に
は
共
に

右
目
如
き
見
方
を
す
る
射
に
、
雨
者
白
軌
を
一
に
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
へ
る
。

た
だ
、
自
由
主
義
は
個
人
目
幸
師
、
従
っ
て
社
骨
綿
員
白
根
揖
的
利
盆
は
伺
人
の
自
由
活
動
白
保
設
に
よ
ワ
ナ
人
最
も
よ
く
賃
現
さ
れ
る
と
し
、
国
家
は

枇
曾
各
成
員
聞
の
個
人
的
自
由
活
動
の
調
整
に
必
要
不
可
避
な
あ
最
小
限
の
縄
問
に
自
ら
の
楢
力
的
干
捗

E
制
限
す
べ
き
も
白
と
す
る
白
で
あ
る
。
個
人

と
岡
家
と
の
聞
の
闘
停
の
問
題
に
闘
す
る
右
の
如
き
根
本
祖
に
基
い
て
、
向
由
主
義
に
於
け
る
私
有
周
産
制
度
目
先
一
大
的
合
理
性
白
主
張
が
生
れ
る
四
で

あ
る
。
と
れ
ら
の
貼
に
関
し
て
祉
骨
主
義
目
見
解
は
右
ど
地
し
く
劉
立
す
る
。
世
曾
主
義
は
世
骨
締
員
白
個
人
的
辛
繭
、
従
っ
て
又
そ
の
一
経
済
的
利
益
が

枇
曾
に
於
げ
る
生
産
を
原
則
的
に
は
凡
て
幽
寂
D
手
で
管
理
統
瞥
す
る
ζ

ん
に
よ
っ
て
最
も
よ
〈
確
保
せ
ら
れ
る
と
し
、
そ
由
建
前
か
ら
、
私
有
財
産
制

度
は
た
&
へ
こ
札
を
金
融
出
せ

f
る
震
で
も
、
可
能
的
最
小
限
度
に
こ
れ
を
縮
少
す
べ
き
も
の
と
主
弦
ナ
る
の
で
あ
る
。
世
界
翻
的
究
融
債
値
に
闘
し
て
、

白
向
主
義
白
そ
れ
と
本
質
的
同
根
性
白
融
合
主
義
が
、
社
合
D
艇
抽
問
的
構
成
に
劃
ナ
る
方
法
視
に
於
て
自
由
主
義
と
右
目
如
〈
封
立
す
る
に
至
る
白
は
、

既
成
の
祉
官
経
済
的
構
成
の
貸
相
に
劉
し
で
な
さ
れ
る
世
界
翻
的
倒
値
批
判
に
於
で
、
枇
合
主
義
の
そ
れ
が
一
層
峻
慢
で
る
り
、
一
層
徹
底
的
な
も
四
で

あ
る
と
主
に
基
〈
白
で
あ
る
。
即
ち
、
吐
骨
成
員
閣
の
闘
仲
が
自
由
、
自
即
に
放
任
さ
v
h
v

る
な
ら
ば
、
社
官
成
員
聞
の
勢
力
陣
に
栴
憐
的
勢
力
目
不
平
等

朕
鹿
が
不
断
に
且
つ
不
可
避
的
に
噌
大

L
、
か
〈
て
そ
こ
に
は
必
然
的
に
側
人
間
白
神
班
、
支
配
の
聞
係
が
成
立
し
て
、
枇
合
糊
員
四
可
能
的
最
大
宇
繭

は
、
得
て
究
拐
し
難
き
も
の
に
な
る
と
は
、
社
合
主
義
に
よ
る
自
由
主
義
的
相
済
構
成
掘
に
劃
す
る
批
判
で
あ
る
。
己
と
に
、
私
有
貯
産
制
度
の
原
則
的

殴
棄
と
国
家
白
手
に
よ
る
生
涯
の
間
接
的
管
理
と
い
ふ
祉
脅
主
義
的
調
済
構
成
方
法
制
酬
の
基
唖
づ
け
ら
れ
る
根
崎
却
が
あ
る
。
世
舎
相
関
白
構
成
方
法
視
に

於
て
自
由
主
義
主
祉
骨
主
義
と
は
以
上
白
如
〈
に
、
主
に
相
容
れ
自
立
場
に
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
い
へ
る
如
〈
、
繭
者
は
も
と
そ
の
世
界
掘
に
於
て
根

祇
的
に
相
繋
る
も
白
を
有
し
、
従
っ
て
図
民
生
活
全
般
に
捗
る
純
情
は
凡
て
個
人
目
、
辛
繭
を
中
心
的
基
準
と
す
る
方
場
か
ら
意
義
づ
け
ら
れ
る
貼
に
於

て
、
互
に
全
〈
同
質
性
白
闘
俸
に
あ
る
。
フ
ア
吻
シ
ー
的
制
服
飾
掘
削
白
井
質
は
そ
れ
ら
邑
圭
〈
買
を
異
に
し
て
ゐ
る
。

而
し
て
、

フ

7
7
シ
ズ
ム
白
済
経
細
は
根
源
的
に
は
そ
の
特
有
の
図
家
観
か
ら
導
寄
附
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
か
〈
て
フ
ア
ー
ッ
シ

ズ
ム
経
済
翻
白
木
質
主
把
へ
る
の
に
は
、
そ
の
岡
家
視
の
本
質
主
閲
掘
し
・
な
け
れ
ば
た
ら
白
。
自
由
主
義
I
Z
枇
合
主
義
と
に
於
て
は

上
-4せ
る
加
〈
、
閣
家
は
個
入
の
潟
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
然
る
に
個
々
の
人
民
正
岡
家
と
の
間
白
地
位
的
関
係
が
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
に

於
せ
は
恰
も
右
と
逆
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
へ
る
。
そ
れ
が
ア
ア
ッ
シ
ズ
ム
特
有
の
圏
中
北
視
も
の
要
素
に
在
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

伊
ホ
利
持
働
勝
制
由
時
徴

第
五
十
五
巻

第
四
批

四

1&1 
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E
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u
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8
路

、
主

策
帥

政

E
働
州

勢
A

る

m

け
山
町

個
人
ま
た
は
そ
れ
の
如
何
た
る
集
閤
よ
り
も
、
そ
の
力
及
び
持
頼
性
に
於
て
優
越
し
、
自
己
の
同
有
田
目
的
、
生
命
及
び
祈
勤
手
段
岬
同

ι

を
共
有
す
る
一
有
機
的
構
成
慌
で
あ
る
。
印
ち
イ
タ
リ
ヤ
岡
氏
は
文
化
的
、
政
治
的
、
並
び
に
経
済
的
統
一
閣
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
雌
川
均

ダ

ヨ

出

P

れ
の
具
倒
的
に
顕
現
し
た
る
も
の
が
フ

7
ッ
シ
ス
ト
閑
家
と
た
る
D
で
あ
る
。
か
〈
で
、
凡
そ
イ
タ
ー
り
ヤ
人
民
白
力
と
希
望
と
は
、

U
W
日
叫

そ
れ
が
個
人
白
も
白
で
あ
っ
て
も
ま
た
そ
の
集
国
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
組
で
時
間
り
た
く
悶
一
言
中
に
織
込
ま
れ
、
吸
収
さ
れ
て
ゐ
か
ん
山

『‘，.、
C
O
〆

る
り
で
あ
り
、
叉
イ
タ
リ
ヤ
白
政
治
、
経
済
、
文
化
は
悉
〈
イ
タ
リ
ヤ
岡
家
の
生
命
的
要
素
、
と
し
て

D
み
意
義
を
有
し
、
か
h

る
も
土
日
U
W
U

ht'l 

km叩
K

A

h

f

2

6

E

 

下
h
w
t山

課
課
課
A
M

邦
胸
英
W

伊
大
利
努
働
位
制
の
特
徴

同
二

凡
そ
円
樺
力
的
組
織
で
あ
る
と
い
ふ
己
と
の
一
瓢
だ
け
は
、
凡
有
る
国
家
に
共
通
の
一
属
性
た
2

っ
て
ゐ
る
と
い
へ
る
白
だ
が
、
而
も

第
五
寸
五
巻

四

油
田
四
掛

兵
髄
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
岡
家
白
概
念
と
い
ふ
乙
と
に
な
る
と
、
忠
一
恐
的
に
も
、
士
た
事
賓
的
、
師
陣
史
的
に
も
甚
だ
多
義
、
多
様

〆

で
あ
る
。
而
し
て
、
ス
ア
グ
ク
、
ス
ム
の
図
家
観
は
自
由
主
義
及
び
枇
舎
主
義
の
そ
れ
に
針
し
て
、
殊
に
極
め
て
額
著
た
る
特
異
性
を

示
し
て
ゐ
る
る
。

フ
ア
ザ
シ
ズ
ム
国
家
視
の
本
府
民
主
公
式
に
且
つ
最
も
端
的
に
宣
明
し
で
ゐ
る
も
の
は
、
一
九
二
七
年
四
月
の
フ
ア
ッ
シ
ス
ト
黛
大

合
に
於
て
設
定
さ
れ
て
、
爾
後
伊
ト
A

刺
白
経
消
及
び
晴
世
間
に
闘
す
る
秩
序
の
根
本
法
主
た
っ
た
所
詞
弊
働
紫
章

(P同

E
E
E
S
H
O
)

の
第
一
俊
及
び
フ

7

ッ
シ
ス
ト
政
治
原
蝿
に
関
す
る
ム
ヴ
ソ
リ

1
ニ
の
演
誌
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
た
づ
フ

7

ッ
シ
ス
ト
困

家
は
全
悼
と
し
て
の
イ
タ
リ
ヤ
同
氏
の
現
資
的
具
象
剛
闘
で
あ
っ
て
、
か
L
A

る
も
り
と
し
て
の
イ
グ
リ
ヤ
図
民
は
そ
の
構
成
要
素
た
る

の
と
し
て
図
家
に
繋
る
統
一
的
関
係
の
中
に
於
て
の
み
そ
の
賓
現
を
可
能
な
ら
し
め
ら
れ
る
も
白
で
あ
る
。
フ

7
シ
ズ
ム
に
於
て
は

現
世
白
人
間
的
な
る
も
白
の
一
切
は
た
だ
閣
家
あ
り
て
己
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
図
家
が
無
け
れ
ば
、
そ
り
し
意
義
も
モ
白
存
夜
も
皆

無
で
あ
る
。
個
々
の
部
分
的
要
素
乃
至
現
象
に
封
し
で
か
く
の
如
苦
闘
係
に
あ
る
フ
ア
ツ
シ
ズ
人
園
家
は
、
イ
タ
リ
ャ
に
於
け
る
唯

一
の
政
黛
た
る
フ
ア
ァ
シ
ス
ト
黛
の
政
治
力
と
信
念
と
主
義
本
的
紐
帯
と
し
て
形
成
さ
れ
た
る
一
白
特
有
た
る
杢
慌
枇
舎
に
し
て
、

2) 



フ
ア
ッ
シ
ス
ト
窯
は
一
切
の
部
分
的
、
劉
立
的
利
害
を
超
越
し
た
る
立
揚
に
あ
っ
て
、

凡
て
の
者
を
共
同
的
聯
帯
組
織
に
結
合
す

る
。
そ
の
フ
ア
ッ
シ
ス
ト
業
の
寅
質
的
最
高
楼
は
狗
り
ム
ッ
ソ
リ
1
-一
の
手
中
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
具
醐
間
的
陀
は
現
段
階
の
一
フ

7
ッ

シ
ス

1
国
家
は
ム
ッ
ソ

H
I
-
-
そ
の
人
を
以
て
究
極
的
結
合
図
止
す
る
全
開
一
枇
品
開
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
が
問
来
る
。

フ
ア
ッ
シ
ス
ト
図
或
は
一
の
全
閥
的
緋
成
憾
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
イ
グ
リ
ヤ
で
は
一
切
の
も
の
が
フ

7
ッ
シ
ス
ト
図
家
白
内
容
た

ほる
闘己
家と
り以

f蕗 外
t亡 t己
あそ
る白
』f}存

在
dコ
揚
刷ー
を
興
へ
ら
れ
友
ν、。

「
岡
家
の
外
に
あ
る
も
の
一
は
た
〈
、
園
家
に
針
抗
す
る
も
の
は
泣
く
、
凡
て

フ
ア
ッ
シ
マ
九
ト
に
と
っ
て
園
家
は
最
早
車
な
る
、
個
人
の
安
全
、
幸
耐
の
潟
に
あ
る
批
命
的
防
衛
兵
で
は
泣
い
。
岡
家
は
自
ら
の

生
命
を
固
布

L
、
自
己
の
狗
去
の
利
害
と
目
的
と
を
持
つ
趨
個
人
的
犬
費
在
で
あ
る
。
個
人
の
生
命
は
生
滅
涜
縛
し
、
そ
白
持
続
的

展
開
は
短
〈
限
界
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
、
岡
家
は
一
時
代
の
現
資
的
制
限
を
超
越
し
て
過
去
に
連
り
、
更
に
一
層
重
大
な
特
徴
で

フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
に
と
っ
て
は
岡
家
は
車
怠
る
個
人
の
集
合
で
は
た
く
、
況
や
個
人
を
守
る

容
器
で
は
な
い
。
国
家
は
個
人
を
含
む
け
れ
ど
も
‘
更
に
己
れ
を
超
え
売
る
潤
立
の
有
機
的
構
成
慢
で
、
固
有
白
持
続
的
生
命
を
持

あ
る
が
、
未
来
に
凝
っ
て
流
れ
て
行
〈
。

つ
白
で
あ
る
。

か
〈
白
如
き
園
家
観
む
前
に
立
て
ば
、
自
由
主
義
や
枇
舎
主
義
に
於
け
る
畑
〈
に
、
国
家
が
草
友
る
個
人
的
宰
帽
の
用
具
な
ら
ざ

る
は
必
然
の
蹄
結
で
あ
っ
て
、
フ
ア
ヅ
シ
ズ
ム
に
於
て
は
逆
に
個
人
は
岡
家
の
震
に
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
即
ち
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
は
個
々

の
人
民
の
樺
利
と
い
は
れ
宕
も
白
は
究
町
倒
的
に
は
閥
家
そ
の
も
凸
の
樫
利
に
従
属
し
、
叉
個
人
の
幸
幅
と
い
は
れ
る
も
白
は
、
必
要

に
一
臆
巳
、
園
家
従
っ
て
査
髄
と
し
亡
の
図
民
口
幸
帽
。
震
に
捧
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
・
と
す
る
。
閥
袋
、
図
民
が
究
極
白
目
的
存
在
で

あ
る
の
で
あ
っ
て
、
個
々
の
人
民
は
い
は
ピ
そ
れ
に
封
ず
る
手
段
的
存
在
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
岡
由
来
ー
と
個
人
と
の
聞
の
地
位
的

世
士
利
努
働
蜂
制
凸
特
徴

pJl 

情
五
十
五
巻

第
四
腕

p， 

.， 
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明
大
利
勢
働
挫
制
白
特
徴

第
五
十
五
巻

四

四

第
四
税

gq 
gcl 

闘
係
K
闘
す
る
上
述
の
プ
サ
ザ
シ
ズ
ム
白
論
理
は
個
人
の
権
利
、
自
由
と
い
ふ
こ
と
に
就
て
必
然
的
に
自
由
主
義
及
び
枇
合
主
義
と

は
具
っ
た
湖
特
の
性
格
づ
け
を
し
、
こ
れ
に
謝
し
て
特
有
の
鹿
理
方
法
を
と
る
の
で
あ
る
。
凡
そ
閥
家
の
利
益
を
基
準
と
し
て
そ
の

意
義
を
決
定
し
、
そ
の
意
義
に
従
っ
て
或
は
認
容
し
、
或
は
制
限
す
る
。
己
れ
を
自
然
擢
腕
す
る
と
と
も
託
け
れ
ば
、
又
乙
れ
も
笠
原

理
的
に
否
認
す
る
と
と
も
し
た
い
白
で
あ
る
。

既
に
見
た
と
と
ろ
か
ら
明
た
る
如
〈
、
フ

T
ッ
シ
ズ
ム
に
於
て
、
闘
家
は
絶
封
債
依
の
主
憶
で
あ
り
、
且
つ
同
時
に
最
高
の
杢
儒

的
統
制
者
で
あ
る
。
凡
て
の
人
生
闘
係
と
一
ー
切
の
人
生
機
能
と
は
、
岡
家
の
利
益
を
某
準
と
し
て
そ
白
債
値
を
批
判
さ
れ
、
閥
申
試
の

判
断
及
び
力
に
よ
っ
て
そ
の
在
り
方
を
決
定
さ
れ
る
。
凡
そ
人
生
現
象
に
し
て
事
の
大
小
如
何
忙
不
拘
、
そ
む
意
議
双
ぴ
在
り
方
に

就
て
園
家
が
無
闘
心
で
あ
り
鵠
ふ
も
の
は
た
い
の
で
あ
る
。
就
中
、
経
済
的
人
生
現
象
は
フ
ア
ヅ
シ
ス
ト
悶
家
が
と
れ
に
封
し
で
最

大
の
関
心
を
置
く
封
品
端
で
あ
る
。
一
誌
般
の
事
情
は
弐
の
如
き
ロ
ッ
コ
由
言
葉
に
よ
っ
て
桜
め
て
端
的
明
白
に
語
ら
れ
て
ゐ
る
。
帥
ち

「
フ
プ
ッ
シ
ズ
ム
は
、
経
済
上
の
諸
問
題
を
凡
そ
個
人
的
立
揚
に
於
け
る
必
要
、

反
針
で
あ
る
ロ
経
済
的
諸
渡
展
、
殊
に
富
白
生
産
は
霊
大
友
る
閥
家
的
問
題
と
し
て
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
の
注

H
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
家
の
カ
と
繁
柴
と
が
官
在
不
可
献
の
袋
素
た
ら
し
め
る
か
ら
で
あ
る
凶
』
解
消
問
題
一
般
忙
針
す
る
フ
ア
ッ
シ
ス
ト
岡
家
の
態
度
が

以
上
の
如
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
私
布
一
財
産
制
度
乃
至
私
企
業
並
び
に
融
問
問
、
資
本
自
関
係
は
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
に
於
て
如
何
忙
見

ら
れ
、
如
何
に
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
か
。
己
れ
が
弐
の
問
顕
で
あ
る
。

利
害
、

並
に
解
決
に
委
附
し
て
訟
か
な
い
。
杢
く

6
 

3
 

p
 

b
 

G
 

W
 

第
一
に
、
プ
ア
ツ
シ
ズ
ム
に
於
け
る
私
有
財
産
乃
至
私
全
業
へ
の
態
度
を
取
上
げ
や
う
。
岡
家
、
閣
氏
白
利
径
を
最
高
の
基
準
と
民e

 

ず
る
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
の
立
制
留
に
於
て
は
、
体
統
的
自
由
主
義
が
経
済
的
自
由
と
私
有
財
産
制
度
と
を
原
理
的
債
値
観

L
、
絶
封
的
敬
、

流
腕
し
℃
主
張
し
擁
護
せ
る
箇
人
主
義
的
態
度
が
根
本
的
に
否
認
せ
ら
れ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
此
の
際
五
口
々
は

7
7
ツ



シ
ズ
ム
が
こ
れ
ら
の
問
題
を
凡
て
使
堂
、
手
段
白
問
題
と
し
て
取
扱
ひ
、
そ
れ
自
鰻
の
原
理
的
債
依
問
題
と
し
て
己
れ
が
採
否
を
決

定
し
な
い
と
い
ふ
乙
と
を
知
ら
ね
ば
注
ら
む
。
か
〈
て
、
フ

T
ツ
シ
ズ
ム
の
現
段
階
は
、
通
常
の
事
態
に
於
て
私
有
財
産
制
度
と
私

企
業
と
が
最
も
有
放
に
且
つ
有

ι

谷
に
岡
家
、
関
民
の
利
益
を
促
進
す
る
用
具
で
あ
る
と
認

h
筒
人
的
創
意
と
箇
人
的
利
益
追
求
心
と

が
生
産
及
び
八
刀
配
に
闘
し
て
悶
家
の
利
読
を
保
読
す
る
に
役
立
つ
手
段
で
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
経
済
機
構
は
「
自

由
の
環
念
」
の
尊
霊
に
基
い
て
無
制
限
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
友
〈
、
車
在
る
便
宜
、
手
段
と
し
て
の
み
%
の
存
在
を
許
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
か
ら
と
の
限
界
を
超
え
又
は
そ
の
同
右
機
能
を
果
さ
ぎ
る
場
合
忙
、
ぞ
れ
等
に
封
し
で
閥
家
の
下
渉
、
制
限
が
加
は
る

と
と
は
い
ふ
を
侠
た
た
い
。

フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
は
、
か
L

る
限
界
治
脱
の
危
険
を
多
分
に
認
め
、
こ
れ
に
針
し
て
大
規
模
白
統
整
機
構
を
設
け
て
ゐ
る
。
し
か
し

た
と
て
使
宜
、
手
段
D
意
義
に
於
て
で
も
、
従
っ
て
文
岡
家
の
根
本
法
上
忙
私
企
業
者
の
図
家
陀
針
す
る
責
任
を
明
記
す
る
開
係

に
於
て
ピ
あ
っ
て
も
、
私
有
財
時
制
度
、
私
企
業
、
競
争
制
度
等
が
認
め
ら
れ
て
、
国
家
自
ら
が
直
接
の
主
憶
と
た
り
て
生
産
を
骨

量
ざ
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
ゐ
る
の
ガ
あ
る
か
ら
、
そ
の
態
度
は
吐
舎
主
義
的
方
式
ー
と
も
ま
た
異
れ
る
も
の
で
あ
出
。

第
二
に
、
私
有
財
産
と
私
企
業
と
が
庶
く
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
制
度
の
上
で
持
費
問
の
相
封
的
関
係
に
闘
す
る
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
的
秩

序
は
如
何
に
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
か
。
持
働
憲
章
・
は
生
産
企
業
の
活
動
方
針
を
定
め
て
己
れ
を
指
揮
す
る
責
任
を
捨
ふ
も
の
は
生
産

企
業
の
組
織
者
(
企
業
者
、
厚
き
で
あ
る
と
包
め
て
、
先
づ
経
替
内
の
秩
序
の
決
定
に
関
す
る
非
民
主
主
義
的
上
級
統
率
原
理

(
V
5
2
3
E
E
Z
D
E
E
D向
島

E
F
E
o
Z
E確
立
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
ま
た
一
方
に
於
て
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
は
界
的
と
資
本
と
は
共
に
生

産
要
素
で
あ
り
、
生
産
諸
力
の
協
力
と
い
ふ
閥
係
を
基
礎
に
し
て
繭
J4
刊
の
聞
に
相
互
的
怠
る
権
利
、
義
務
が
成
立
し
存
生
ず
る
正
見

る
の
で
あ
る
o

印
ち
、
曲
目
倒
は
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
に
於
て
私
人
的
商
品
で
は
友
ぐ
、
九
そ
企
業
に
参
興
し
て
持
働
に
従
事
す
る
も
の
は

伊
大
判
努
働
位
制
の
特
徴

第
五
十
五
巻

俸
四
抗

四

五

匹1

"'-
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和
大
利
野
働
関
制
白
特
徴

第
五
十
五
巻

UY 
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プ之

第
四
抗

そ
の
職
域
か
ら
見
て
技
術
者
、
酬
明
員
、
持
務
者
の
別
は
あ
っ
て
も
、
凡
で
企
業
的
生
産
過
程
の
主
醐
間
的
協
力
者
で
あ
る
と
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
以
上
で
、
企
業
的
生
産
過
程
に
於
け
る
持
費
の
基
本
的
地
位
閥
係
を
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
が
如
何
に
見
る
か
は
明
か
に
た
っ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
己
に
努
資
相
互
間
の
双
務
的
樹
立
利
益
の
谷
本
が
確
認
さ
れ
て
ゐ
ち
こ
左
は
、
一
舵
A
H
的
組
程
に
於
け
る
努
資
闘

係
の
意
義
に
閲
す
る
フ
了
ツ
シ
イ
〈
ム
的
見
解
を
示
唆
す
る
も
む
で
あ
っ
て
、
フ

T
ツ
シ
ズ
ム
的
方
式
は
如
何
に
し
て
雨
者
の
利
谷
主

調
和
し
て
、
努
資
雨
範
時
心
生
産
要
素
の
生
産
的
協
力
を
保
誇
じ
ゃ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
。
こ
れ
は
伊
太
利
融
凹
働
関
制
の
組
織
形

態
的
問
題
で
あ
っ
て
、
以
下
に
そ
白
妥
結
を
考
察
せ
ね
ば
た
ち
ね
。

伊
太
利
融
世
働
臨
制
の
機
構
的
特
徴

伊
太
利
券
働
傾
制
の
組
織
的
形
態
は
前
項
に
考
究
せ
る
と
と
ろ
の
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
経
済
根
木
視
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
つ
〈
ら
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
一
が
、
吾
々
は
努
働
憲
牢
を
成
文
的
資
料
と
し
て
端
的
に
そ
の
機
構
的
特
徴
を
捉
へ
る
と
と
が
山
川
4

来
る
の
で
あ
る
。

(
イ
)
持
資
相
互
聞
の
双
務
的
利
議
関
係
は
筒
別
的
契
約
乃
室
経
酷
河
内
的
園
開
祖
お
に
よ
っ
て
で
は
た
く
、
超
粧
替
的
枇
合
般
制
内

に
園
出
事
的
保
一
読
を
受
け
て
針
向
的
に
組
織
づ
け
ら
れ
る
持
費
雨
階
級
夫
々
の
園
韓
関
白
集
闇
的
喫
約
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
己
と
を

一
定
の
保
件
を
附
し
て
、
券
賛
同
階
級
が
各

原
制
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
潟
D
基
本
的
機
関
と
し
て
フ
ア
ツ
シ
。
ス
ム
に
於
て
は
、

種
産
業
部
門
毎
に
超
粧
替
的
機
構
を
以
て
集
周
的
に
結
集
す
る
と
と
を
許
し
、
且
う
と
れ
に
夫
々
の
関
係
階
級
の
利
茶
を
代
表
す
べ

き
公
法
的
調
占
機
関
た
る
地
伎
を
公
認
す
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
階
級
的
組
織
は
峨
域
組
合
(
シ
ン
ダ
カ

1
ト
)

E
0
5
2
E
R巴
ゆ
)
と
名
づ
け
ら
れ
る
。

{ω
阿国《

U
E
E
W
E
S
O
F

公
法
的
機
闘
と
し
て
特
殊
の
性
格
一
を
附
興
さ
れ
た
る
シ
ン
ダ
カ

1
下
(
職
域
租
告
)
は
二
正
白
地
域
を
基
礎
と
し
、
超
経
詩
的
階
級

IIeinrich， W.，ヘJ.Casclli;;mus，Staat und 、Nirtschaftilll neuen ltalien， S. 49 



別
に
努
資
相
岐
れ
た
る
皐
位
組
合
と
し
て
結
成
さ
れ
る
。
モ
白
弊
資
別
々
の
職
域
組
合
は
常
に
閲
家
白
利
舗
に
趨
臆
す
る
と
と
を
基

準
と
し
、
そ
の
制
約
の
下
で
相
互
の
聞
に
園
惜
契
約
を
締
結
す
る
と
と
は
そ
れ
の
一
基
本
的
機
能
で
あ
る
。
シ
ン
グ
カ
ー
ド
問
の
闘
世

契
約
は
賃
金
、
務
働
時
間
及
び
そ
の
他
の
基
本
的
勢
働
諸
僚
判
を
定
め
在
け
れ
ば
た
ち
が
。
此
の
シ
ン
グ
カ

1
T
問
闘
悟
契
約
は
、

そ
り
私
的
契
約
的
形
式
に
も
不
拘
、
法
的
規
範
と
し
て
の
強
制
力
を
有
L
、
関
係
の
勢
安
調
階
級
成
員
に
劃
し
て
は
、
組
合
員
た
る

と
否
と
に
よ
ち
ゃ
拘
束
力
を
も
ち
、
と
れ
が
伊
太
利
に
於
け
る
努
費
補
階
級
悶
の
闘
係
主
規
律
す
る
基
本
的
公
道
と
な
る
の
で
あ

る
。
か
〈
白
如
く
に
、
閤
憾
契
約
が
伊
太
利
に
於
け
る
勢
費
間
関
係
の
調
整
主
協
力
と
白
基
本
的
手
段
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が

車
純
な
る
自
由
主
義
的
、
私
法
的
性
格
の
も
の
で
は
た
く
し
て
、
そ
の
契
約
主
関
白
成
立
及
び
契
約
の
数
力
に
叫
制
し
て
強
度
白
問
権

介
入
が
存
す
る
己
と
は
、

E
口
々
の
最
も
注
意
を
要
す
る
鈷
で
あ
る
。

邸
ち
持
資
階
級
別
職
域
組
合
と
し
て
の
シ
ン
ダ
カ
1
ト
は
会
認
さ
れ
た
る
公
法
的
闇
艇
で
あ
ヲ
て
、
持
費
夫
々
関
係
職
域
白
成
員

に
封

L
て
は
そ
れ
が
組
合
員
た
る
と
否
と
に
よ
ら
や
、
シ
ン
ダ
カ
1
ト
が
こ
れ
を
代
表
す
る
権
限
を
附
興
さ
れ
亡
ゐ
る
こ
と
は
、

シ
ン
グ
カ
1
ト
の
基
本
的
性
格
で
あ
か
。
か
や
う
に
シ
ン
グ
ヵ

I
ト
の
公
的
性
格
が
濃
厚
た
る
に
も
不
拘
、
た
と
へ
外
図
入
で
る
っ

て
も
、
伊
太
利
在
住
年
数
(
最
短
十
年
)
、
そ
の
他
の
保
件
の
適
合
す
る
か
ぎ
り
、
モ
D
組
合
員
た
り
得
る
己
と
を
認
め
て
ゐ
る
の
は
、

民
族
関
係
主
重
嗣
す
る
凋
遜
の
持
働
戟
練
組
織
と
比
較
し
て
顕
著
在
る
特
色
で
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

シ
ン
グ
ヵ

l
ト
は
、
地
方
、
焼
、
市
、
郡
、
町
村
等
の
各
等
級
別
行
政
匝
域
を
範
聞
に
し
て
、
夫
々
皐
位
組
織
的
に
結
成
さ
れ
る

が
、
更
に
一
産
桑
部
門
内
早
位
シ
V
グ
カ

I
F
は
金
閥
的
範
固
に
渉
り
持
費
別
々
に
連
結
し
て
職
域
組
合
聯
合
品
目

(
E
a
5
2
3
0国
)
を

組
織
し
、
た
ほ
二
箇
以
上
の
企
図
聯
合
合
が
統
合
L
て、

一
定
数
心
臓
域
組
合
会
図
姻
聯
合
舎
(
円
。
ロ
E
3
2
0
5
3
)
を
つ
〈
り
あ
げ

る
仕
組
で
あ
る
。
と
れ
は
、
全
図
的
国
域
範
聞
に
渉
つ
で
閥
係
農
業
部
門
上
白
弊
資
関
係
的
調
整
に
あ
た
る
佳
務
主
持
っ
て
ゐ
る
。

P
E
2
3
ω

慎
太
剥
捗
働
償
制
白
特
徴

第
五
十
五
巻

四

ぺ三

四
七

第
四
競

;9.}働議章第lj悔は回世契約要素としで具備すべき閣制項目を規寓してゐる。
Reupke， a. a. O. S.. 95. 
Vlelk， Ibid.， p. 76 
Welk， Ibid.， 'p. 75 



伊
太
利
捗
働
惜
制
白
特
徴

第
五

l
五
巻

四

F、

第
四
抗

凹
丹、

左
段
、
持
資
双
方
の
各
シ
ン
ダ
カ
ー
ド
は
確
に
関
係
部
門
の
閥
係
匹
域
内
成
員
を
代
表
す
る
機
関
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
荊
動

は
草
な
る
階
級
的
利
害
に
の
み
捉
は
れ
て
ゐ
る
己
と
を
許
さ
れ
て
ゐ
た
い
の
で
あ
っ
て
、
関
係
部
門
内
持
資
双
方
の
各
組
合
は
、
相

互
に
協
力
し
て
園
家
の
利
益
に
寄
興
す
る
こ
と
に
最
高
某
準
を
ゐ
〈
ペ
き
旨
を
要
請
さ
れ
て
ゐ
る
。

(
ロ
)
シ
ン
ダ
カ

1
ト
は
超
畑
出
管
的
闘
係
に
於
て
階
級
別
的
に
組
織
さ
れ
る
持
費
双
方
の
生
産
関
係
者
が
園
家
の
利
谷
を
最
高
基
準

と
し
て
相
協
力
す
る
己
と
を
媒
介
す
ぺ
雪
機
関
た
る
こ
と
上
惑
の
如
く
で
あ
る
が
、
伊
太
利
弊
働
組
制
は
岡
家
奉
公
の
潟
の
弊
奇
問

協
力
主
一
居
高
度
に
締
保
し
、

E
つ
シ
ン
ダ
カ

I
ト
に
封
ず
る
岡
家
の
影
響
を
一
暦
有
殻
趨
切
な
ら
し
む
る
震
に
、
シ
ン
ダ
カ

1
ト

白
一
外
部
に
且
つ
そ
れ
よ
り
も
機
構
上
一
居
上
級
的
性
格
を
有
す
る
別
の
機
関
を
設
け
て
ゐ
る
。
此
白
種
白
機
闘
が
シ
ン
ダ
カ

1
ト
に

射
し
て
異
る
重
要
の
一
舗
は
、
そ
れ
が
シ
Y
グ
カ
1
1
ト
の
如
骨
公
法
的
圏
胴
闘
で
は
た
く
し
て
、
直
接
の
官
際
的
国
家
機
関
た
る
性
格

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
ろ
に
あ
る
。

伊
太
利
持
働
醐
旧
制
に
於
て
右
の
如
〈
に
シ

Y
グ
カ

1
ト
の
外
部
H
つ
上
級
的
地
位
に
設
け
ら
れ
て
、

シ
ン
グ
カ

1
ト
O
図
家
本
位

的
活
動
を
強
化
し
~
保
設
す
ペ
雪
機
能
を
課
せ
ら
れ
た
機
関
の
構
成
は
三
木
建
の
仕
組
に
在
っ
て
ゐ
る
。

か
ら
見
て
芭
援
に
各
峨
域
組
合
金
岡
繍
聯
合
舎
に
繋
る
と
と
ろ
の
皐
位
統
合
健
(
コ
ル
ポ
ラ
チ
オ

1
一一
)
(
P珂

Y
E
N
S
E
同

2
3
E
E
)

一
は
そ
れ
の
構
成
員
関
係

二
は
統
合
間
企
図
評
議
合

2
2
5
E
E
F
F
2
0
ニ
E
宮

z
z
z
g
F
o
E
E
E
P
S
2】
色

P
4。
E
E
E
)
で
あ
り
、
一
一
一
は
統
合

鴨
省
(
阿
。
『
守

zdSSEEMZ冊
目
己
主
で
あ
る
。

シ
ン
ダ
ヵ
l
ト
の
外
部
に
あ
っ
て
、
伊
太
利
勢
側
関
制
金
縛
の
機
構
上
そ
白
上
級
的
地
位
に
お
か
れ
る
右
一
一
騎
の
機
閥
の
中
で
基

底
的
地
位
に
あ
る
も
の
は
、
田
平
位
統
合
惜
で
あ
る
。
車
位
統
合
同
聞
は
、
そ
れ
の
全
部
を
含
む
協
悼
と
し
て
は
、
原
料
の
生
産
か
ら
始

士
う
て
生
産
物
白
販
買
に
亘
る
ま
で
の
、
凡
そ
闘
民
経
摘
的
再
生
産
過
程
に
関
係
す
る
経
済
活
動
的
全
部
門
を
代
表
す
る
縦
断
的
組

Heiロrit;h，il. ll. O. S. 78 1) 



織
た
る
ペ
者
己
と
白
原
理
に
立
ち
、
農
、
餓
工
、
商
、
金
融
、
陸
海
空
交
通
、
混
信
、
般
行
斡
旋
、
劇
等
娯
柴
提
供
左
ど
諸
産
業
、

諸
事
業
部
門
凡
て
に
捗
っ
て
組
織
さ
れ
、
今
H
そ
れ
は
総
数
廿
二
車
位
に
岐
れ
て
ゐ
る
。
と
れ
は
統
合
大
臣
令
に
よ
っ
て
、
そ
の
樫

能
、
組
織
、
及
び
中
央
及
び
地
方
に
於
け
る
こ
れ
が
職
員
棟
限
を
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
既
に
い
へ
る
如
〈
、
そ
の
法
的
性
格
は
車
位

統
合
慨
は
公
法
的
閣
植
で
は
な
〈
、
官
脱
的
国
家
機
関
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
委
員
制
組
織
形
態
を
持
つ
で
ゐ
る
。
委
員
は
各
陵
業
、

上
り
推
薦
さ
れ
る
持
費
双
方
同
数
白
代
表
委
員
、
芳
干

し
か

L
、
在
ほ
統
合
慨
に
就
て
注
意
す
べ
き
は
、
そ
れ
が
伊
太
利
に
於
け
る
官
廊
的
園
出
来
機
関
一
般
の
共
通
性
格
と
し
て
、
そ
の

事
業
部
門
を
代
表
す
る
弁
資
の
各
峨
域
組
合
総
聯
合
合
(
同
。
目
白
骨
E
5
5
4

の
専
門
家
‘
及
び
フ
ア
ッ
シ
ス
ト
業
代
表
者
と
上
り
成
り
、
統
合
大
肢
が
そ
の
議
長
L
し
た
る
白
で
あ
る
。
統
合
間
令
忙
よ
っ
て
定
め

d 

ら
れ
た
統
合
慢
の
構
能
乃
至
そ
の
機
能
は
倒
め
て
庚
汎
で
あ
る
。
シ
ン
ダ
カ

1
ト
問
周
間
的
曲
目
資
契
約
φ
基
準
要
項
、
肺
野
安
双
方
の

シ
Y

グ
ヵ

I
ト
問
悶
倒
的
紛
議
の
調
停
友

E
、
凡
そ
努
資
闘
係
の
諸
問
題
の
こ
と
の
み
た
ら
や
、
更
に
そ
の
他
吐
産
経
済
的
統
制
、

慣
怖
の
公
定
、
及
ぴ
政
府
諸
問
へ
白
膝
符
等
に
も
沙
つ
主
ゐ
る
ロ
そ
れ
が
単
位
狭
義
の
持
働
椴
制
的
椴
闘
た
る
ば
か
り
で
た
〈
、
夏

に
成
〈
経
済
政
策
的
機
関
で
あ
り
、
伊
太
利
の
弊
働
政
策
と
経
済
政
策
と
が
此
の
統
合
慌
て
ふ
機
闘
を
通
ヒ
て
、
崎
町
費
用
階
級
の
代

表
者
、
黛
代
表
者
、
及
ぴ
政
府
営
局
の
三
位
一
髄
的
協
力
白
下
に
、
相
互
に
密
接
な
不
離
一
概
的
聯
的
関
係
を
有
す
る
立
案
施
策
を

保
詮
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
は
最
も
注
目
す
べ
き
賠
で
あ
る
。

権
成
及
び
活
動
が
フ
ア
ッ
シ
ス
ト
誌
の
完
全
た
る
支
配
襟
下
に
あ
る
と
い
ム
己
と
で
あ
る
。
委
員
は
凡
て
議
員
た
る
者
に
限
ら
れ
て

ゐ
る
し
、
議
長
た
る
統
合
大
臣
が
議
事
項
目
そ
の
他
に
閲
し
て
統
合
償
委
員
合
議
を
統
裁
し
、
且
又
そ
の
合
議
に
よ
る
決
議
若
ぐ
は

探
捧
は
中
央
統
合
委
員
(
常
国
々
乙

E円
勺

2
3
円。自由回目
m
Z
)
(

後
撞
説
明
)
の
裁
可
を
総
て
始
め
て
そ
の
殺
力
を
残
生
す
る
と
さ
れ
て
ゐ
る

白
で
あ
る
o

さ
れ
ば
、
統
合
憾
の
阿
部
民
於
て
窯
及
び
政
府
首
局
の
章
見
と
矛
盾
下
る
如
き
決
議
乃
至
採
拷
の
成
立
す
べ
き
可
僻
性

骨
大
利
勢
働
値
制
白
特
徴

策
五
十
五
巻

凹

ブL

此
帝
国
統

四
ブL



A
V
大
判
捗
働
世
制
白
特
徴

第
四
説

五

O 

第
五
十
五
巻

四

Q 

は
始
め
か
ら
完
全
に
防
渇
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
統
合
砲
の
究
観
的
賓
質
は
表
面
上
の
機
能
組
閣
が
組
め
て
成
汎
在
る
に

一
の
諮
問
機
関
で
あ
る
と
い
ふ
も
過
言
で
は
左
い
。

も
不
拘

単
位
統
合
国
間
は
持
資
双
方
の
職
域
組
合
会
図
綿
聯
合
舎
を
主
要
母
胎
と
し
、
各
積
産
業
部
門
に
分
れ
℃
組
織
さ
れ
る
こ
と
上
漣
せ

る
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
更
に
、
と
の
皐
付
統
合
惜
白
上
級
機
関
と
し
て
、
統
合
惜
全
闘
評
議
舎
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
白
で
あ
る
。
乙

れ
は
一
九
二
一
O
年
の
改
組
後
に
於
て
、
貨
に
伊
太
利
岡

J

援
に
於
貯
る
経
済
統
制
並
に
経
済
的
協
調
の
鋳
の
最
高
機
関
に
友
っ
て
ゐ

る
。
賓
に
ム
V

ソ
n
J
1
2
の
い
ふ
如
〈
、
そ
れ
は
伊
太
利
経
済
の
総
参
謀
本
部
で
あ
る
。
各
単
位
統
合
時
の
代
表
着
、
{
晶
代
表
者
並

ぴ
に
政
府
閣
僚
を
成
員
ー
と
し
て
構
成
さ
れ
る
。

統
合
惜
企
図
評
議
曾
組
合
の
取
扱
品
事
項
は
、
狭
義
持
働
政
策
及
び
一
般
絞
消
政
策
の
全
部
門
医
於
て
闘
家
、
剛
氏
の
利
均
刊
に
閥

ず
る
意
味
の
綿
て
の
問
題
に
偶
れ
る
の
で
あ
る
。
か
ぐ
て
、
持
資
問
闘
係
白
諸
問
題
、
生
産
諸
部
門
聞
の
経
済
的
協
調
問
題
、
各
産

業
部
門
内
経
掛
諸
問
題
等
、
凡
で
そ
れ
ら
の
終
局
的
決
定
は
悉
〈
此
の
組
合
由
取
扱
範
聞
に
入
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
統
合
植
金

閣
評
議
合
そ
の
も
の
L
機
構
喜
一
腿
中
に
は
種
々
な
Z
要
素
的
機
闘
を
含
み
、
右
の
抽
出
合
も
た
だ
そ
の
中
の
一
機
闘
に
過
ぎ
た
い
の
で

あ
る
ω
特
に
重
要
在
賞
際
上
の
最
有
力
機
関
は
中
央
統
合
委
員
舎
と
い
は
れ
る
も
D
で
あ
る
。
此
白
機
関
は
、
元
来
は
、
総
合
休
曾

中
に
乙
れ
に
代
る
べ
き
機
闘
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
鵜
て
一
般
的
に
綿
舎
を
代
行
す
べ
青
権
能
を
附
興
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
閣
僚
の
大
部
分
、
出
話
M
A
ぴ
職
域
組
合
機
闘
系
統
の
最
高
幹
部
が
参
加
し
て
ゐ
る
。
か
〈
し
て
、
統
合

積
率
図
評
議
合
中
央
委
員
舎
は
事
寅
上
伊
太
利
融
抑
働
鰻
制
の
最
高
機
闘
と
し
て
、
持
働
闘
係
の
諸
問
題
に
封
し
悶
家
権
力
骨
強
力
且

つ
端
的
に
影
響
せ
し
む
べ
き
最
有
力
の
媒
介
機
能
を
は
た
ら
〈
の
で
あ
る
。
己
主
に
於
て
、
伊
太
利
融
貯
働
鰻
制
の
非
民
主
宇
一
義
的
色

彩
が
最
も
鮮
明
に
露
出
し
て
ゐ
る
。

、iVelk，Ibid.， pp. 144-145 



(
ハ
)
同
じ
〈
生
産
的
要
素
と
し
て
謝
等
的
意
義
を
認
め
ら
れ
た
持
資
双
方
が
平
和
的
結
合
開
係
に
於
て
協
力
的
に
園
家
利
議
に
奉

仕
す
ベ
曹
己
止
は
、
フ

T
ッ
シ
ズ
ム
経
済
制
よ
り
必
然
的
に
蹄
結
さ
れ
る
原
理
的
要
請
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
ま
た
フ
ア
ッ
シ
ズ

ム
は
外
合
的
渦
程
陀
於
で
弊
資
双
方
が
夫
々
特
殊
の
利
害
を
有
す
る
濁
立
の
立
揚
に
あ
る
己
と
を
認
め
る
建
前
を
と
っ
て
ゐ
る
。
印

ち
、
園
借
契
約
は
右
の
努
資
双
方
忙
於
け
る
夫
々

D
特
殊
的
利
害
を
相
互
間
に
て
調
整
す
べ
き
基
本
的
手
段
と
し
て
、
伊
太
利
勢
働

関
制
上
極
め
て
重
要
注
意
義
を
認
め
ら
れ
た
要
素
に
左
っ
て
ゐ
る
。
だ
が
、
貴
際
上
は
持
資
聞
の
閤
惜
契
約
が
夫
々
の
関
係
シ
ン
グ

カ
1
ト
間
に

X
常
に
園
滅
に
妥
結
せ
ら
れ
る
と
は
保
講
師
し
得
た
い
。
そ
E
K
弊
棄
の
シ
ン
ダ
カ

1
ト
聞
に
持
働
依
件
。
決
定
を
繰
っ

て
紛
議
を
惹
起
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
せ
ね
ば
左
ち
ぬ
。
し
か
し
、
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
ほ
此
の
種
紛
議
に
劃
し
て
自
由
主
義
と
低
金
〈

異
る
立
揚
を
と
る
の
で
あ
る
。
卸
ち
、
自
由
主
義
の
如
〈
に
、
持
費
聞
の
紛
議
bz皐
友
る
個

ν

人
的
乃
至
祉
合
的
性
質
の
問
題
に
過
ぎ

や
し
て
岡
家
は
と
れ
に
積
位
的
干
興
を
在
す
べ
き
で
泣
い
と
す
る
己
と
は
、

フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
白
態
度
で
は
た
い
。
か
〈
て
、
努
働
に

闘
す
る
紛
議
は
、
事
の
大
小
難
易
に
よ
ら
や
、
凡
て
同
盟
罷
業
或
は
工
場
(
開
替
)
封
鎖
等
の
如
き
何
等
か
の
私
的
資
力
千
段
に
よ
っ

て
と
れ
を
解
決
す
る
こ
と
を
膝
禁
す
る
白
が
ブ
ア
ッ
シ
ズ
ム
券
働
鰹
制
白
重
要
注
一
特
徴
に
た
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、
闘
中
識
は
必
然

的
に
、
持
資
問
紛
議
の
調
停
又
は
裁
決
の
矯
の
合
法
的
制
度
を
整
備
せ
ね
ば
た
ら
白
己
と
に
な
句
向
。
そ
れ
に
就
て
整
然
た
る
機
構
を

有
ず
る
己
と
は
指
摘
せ
ら
る
べ
き
特
徴
の
一
つ
で
怠
る
。

伊
太
利
持
働
鵠
制
上
、
融
貯
働
関
係
を
緯
る
紛
議
は
そ
の
取
扱
上
に
個
人
的
紛
議
と
圏
般
的
(
職
域
組
合
間
的
)
紛
議
と
に
二
大
別
さ
れ

て
ゐ
る
。
個
人
的
紛
識
は
先
づ
闘
係
白
シ
ン
グ
カ
1
ト
が
そ
白
解
決
に
営
る
。
そ
れ
で
解
決
せ
ざ
る
も
白
は
、
他
白
近
親
閲
係
組
合

が
参
加
し
た
る
構
成
に
於
て
通
常
裁
判
の
手
績
き
忙
移
さ
れ
る
。

勢
働
紛
議
に
関
す
る
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
の
特
徴
的
底
担
方
式
は
園
開
紛
議
に
就
て
見
ら
れ
る
。
園
間
的
持
働
紛
議
白
最
後
の
解
決
機

伊

士

判

勢

働

世

制

白

特

徴

第

四

観

第
五
十
五
巻

回

五
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伊
大
判
労
働
位
制
白
特
徴

揮
五
十
五
巻

四

億
四
枕

d
'
 

闘
は
労
働
裁
判
所
で
あ
っ
て
、
己
れ
は
通
常
裁
判
所
系
統
の
外
に
別
に
設
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
持
倒
防
相
関
す
る
此
の
程
特
別
裁

五

判
所
の
施
設
は
伊
太
利
の
持
働
慣
例
が
他
心
凡
て
の
諸
岡
に
先
ん
じ
て
、
最
も
早
〈
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
裁
判
的
強
制
裁
決

は
、
今
ソ
リ
1

ニ
も
い
ふ
や
う
に
『
凡
て
の
調
停
荷
動
が
不
成
功
に
終
っ
た
揚
合
に
の
み
、
始
め
て
利
用
さ
る
べ
昔
最
後
的
手

段
』
と
さ
れ
て
ゐ
h
v
j
モ
れ
放
に
、
そ
の
手
段
に
一
全
る
ま
で
の
過
程
に
依
る
ぺ
昔
手
段
と
し
て
周
到
在
る
和
解
、
調
停
白
制
度
が
組

立
て
ら
れ
て
ゐ
る
。
澗
停
白
第
一
段
階
は
‘
紛
議
官
事
者
た
る
シ
ン
グ
カ
1
ト
の
所
属
の
聯
合
合
叉
は
綿
聯
合
舎
が
と
れ
に
営
る
べ

き
任
務
を
負
う
て
ゐ
る
。
な
ほ
解
決
せ
ざ
る
紛
議
問
題
は
統
合
鴨
省
に
拠
出
せ
ら
れ
、
そ
の
手
を
週
じ
て
、
関
係
D
統
合
鰻
(
ヨ
ル
ポ

フ
チ
ォ

1

一
一
)
の
調
停
作
加
に
附
せ
ら
れ
る
段
取
で
あ
る
。
最
後
に
、
た
限
解
決
せ
ざ
る
問
題
が
始
め
て
勢
働
裁
判
所
に
か
L
る
D
で

あ
る
。(

-
一
)
務
働
者
に
謝
す
る
教
育
及
び
養
護
の
矯
の
趨
絞
楼
的
大
規
模
組
織
を
有
す
る
と
と
は
伊
太
利
弊
倒
償
制
の
一
重
要
特
徴
で
あ

る
。
印
ち
、
先
づ
勢
働
者
の
峨
域
組
合
は
所
属
成
員
た
る
と
否
と
に
よ
ち
十
、
己
れ
に
代
表
さ
れ
る
全
員
に
封
し
て
、
教
育
、
指
導

就
中
職
業
教
育
を
授
く
べ
き
義
務
を
捨
ふ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
金
間
主
義
岡
家
白
木
義
に
導
か
れ
て
、
伊
太
利
岡
家
は
持
働
大
衆

の
防
一
家
に
射
す
る
山
山
勤
的
数
肢
を
可
能
的
最
高
度
に
向
上
せ
し
む
Z
潟
に
、
自
ら
の
責
任
と
資
金
と
を
以
て
、
別
に
大
規
模
の
曲
目
働

者
養
議
組
織
を
施
設
し
て
ゐ
る
。

そ
れ
は
一
九
二
九
年
五
月
一
円
の
勅
令
を
基
礎
に
し
、
『
持
働
者
の
肉
鴨
的
、
精
一
脚
的
、
道
徳
的
能

カ
を
時
国
連
せ
し
む
る
目
的
』
を
以
て
、

国
家
白
ら
設
〈
る
・
と
と
る
の

「
持
働
飴
収
白
震
の
図
民
事
業
組
織
』

(
S
o
Z
E
E
S島

目。

Z
2
2
3
E
Z
E
E
E
B
E
E
C
a
5
5
8
)
で
あ
る
。

E

D
組
織
は
そ
の
機
能
か
ら
見
て
類
似
組
織
た
る
澗
逸
白
岡
り
吋

印
ち
‘
歓
喜
力
行
園
(
開
門
島
v
b
z
o
r
p
g
H骨
)
忙
謝
比
す
れ
ば
、
そ
の
法
的
性
特
と
経
済
的
基
礎
と
に
於
て
異
っ
て
ゐ
る
。
卸
ち
、
右

伊
太
利
。
組
識
は
民
器
事
業
棋
で
は
在
〈
、
公
法
的
俊
治
剛
胆
で
あ
っ
て
そ
の
経
費
は
闇
家
強
算
が
こ
れ
を
負
強
し
て
ゐ
る
。
施
設
の

桐島武雄、岡民組織と告書働組税、 206瓦。
勢働憲章第30峰。
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封
象
と
さ
れ
る
も
の
は
、
唯
一
般
努
務
者
に
限
ら
れ
て
企
業
者
、
隠
主
は
そ
D
範
園
に
入
ら
友
い
。
事
業
内
容
は
一
般
持
務
者
に
し

て
正
規
の
乎
績
を
鰹
て
該
組
織
の
合
員
と
た
れ
る
者
に
、
智
的
、
道
徳
的
、
職
業
的
毅
育
を
授
く
る
と
と
を
始
め
と
し
、
町
民
ら
に
館

録
、
膝
行
、
親
劇
、
映
聾
、
普
紫
、
病
院
、
保
養
所
、
諸
救
謎
等
に
閲
し
て
合
員
D
厚
生
一
耐
利
を
増
進
す
べ
き
事
業
乃
至
施
設
を
蓮

替
す
る
の
で
あ
宕
。
要
す
る
に
、
持
務
者
の
弊
働
外
生
活
の
強
化
改
革
口
白
矯
の
成
汎
な
る
事
業

E
大
規
模
且
つ
綜
合
的
に
行
っ
て
、

伊
太
利
岡
氏
、
弁
務
者
の
岡
家
奉
仕
能
力
を
漏
養
、
向
土
せ
し
め
ん
と
の
目
的
を
狙
ふ
の
で
め
る
。
右
目
施
設
は
ム
ッ
ソ

H
I
-
-
が

そ
れ
は
「
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
白
本
質
的
施
設
で
あ
冶
』
と
稽
し
て
倒
め
て
そ
白
意
義
主
重
大
胡
す
る
と
己
る
で
あ
る
が
、
と
れ
に
相
臨
し

て
そ
の
内
両
的
管
珂
機
構
は
フ
ア
ッ
シ
ス
ト
黛
と
密
接
左
闘
聯
を
保
持
す
る
も
白
た
ら
し
め
ら
れ
、
業
の
理
事
長
が
組
織
白
総
裁
に

住
巳
て
ゐ
る
。

在
ほ
、
持
働
者
の
厚
生
に
闘
す
る
施
設
と
し
て
伊
太
利
弊
働
鰐
制
の
一
要
素
に
数
ふ
べ
き
も
白
に
岡
惜
の
国
民
フ
ア
ッ
シ
ス

l
枇

曾
保
険
事
業
、
及
び
図
民
フ
ア
ッ
ゲ
ス
ト
災
害
保
険
事
業
が
あ
る
。

回

結

号
同

骨
太
利
捗
働
捜
制
白
基
本
精
仲
並
び
に
機
構
形
態
に
於
け
る
本
質
的
徴
象
に
闘
し
て
概
翻
的
考
察
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
こ
れ
に
闘
す
る
若

干
の
要
貼
を
附
言
し
て
置
き
た
い
。

第
一
一
は
、
フ
ア
ヅ
シ
ー
ム
白
岡
家
楓
及
び
経
済
視
に
従
っ
て
、
努
働
精
神
白
岡
家
奉
仕
第
一
義
性
が
担
調
宅
れ
て
ゐ
る
。
と
札
は
困
家
を
以
で
民
族
繁

栄
白
手
段
と
見
る
濁
温
に
於
て
、
民
族
章
仕
第
一
義
性
が
と
ら
札
て
ゐ
る
回
と
岡
山
る
。
な
ほ
、

7

ア
ヴ
シ
ズ
ム
に
於
て
は
、
な
る
ほ

r、
個
々
の
桐
人
的
利

益
本
位
田
努
働
精
紳
が
胡
序
さ
れ
て
、
勢
働
の
意
味
的
憤
値
づ
け
に
図
説
白
利
銀
が
最
後
の
某
準
と
な
っ
て
ゐ
る
。
け
れ
E
も
、
そ
の
国
家
の
繋
築
と
世

界
白
寓
邦
、
諸
島
旋
の
謹
A
W
と
が
如
何
な
る
璃
り
を
持
つ
白
で
あ
る
か
白
勤
に
於
で
は
、
そ
の
冗
を
以
て
皇
国
一
レ
報
ゆ
る
勤
捗
を
骨
ピ
て
そ
白
意
味
宇
佐

伊
大
利
捗
働
償
制
。
特
徴

問

= 

第
五
十
五
轡

第
四
抗

王

Heinrich， W.， a. a. O. S. 53 1) 



第

五

十

五

巻

四

二

回

第

凹

掛

p
h

陛
下
に
仕
奉
し
、
大
稜
成
を
仰
い
で
八
紘
か
宇
伊
恥
齢
的
大
和

E
P
動
賛
し
奉
る
こ
ド
を
究
極
目
標
と
す
る
我
図
劫
努
精
町
仰
の
場
合
と
異

P
、
明

世
々
一
貼
D
疑
識
を
も
そ
の
同
に
止
め
ざ
る
が
如
き
も
の
が
未
だ
充
分
に
現
は
れ
て
い
な
い
。
世
昇
に
針
し
て
自
国
白
利
益
を
本
伎
と
す
る
立
場
を
と
る

見
地
か
ら
更
に
一
世
高

t
成
長
す
あ
錨
に
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
勢
働
特
柿
に
今
一
段
の
股
皮
的
鍛
錬
が
要
ら
う
。

策
二
民
、
純
比
百

f

内
的
持
費
一
揖
制
白
原
理
を
と
ら

rる
と
と
畳
〈
我
関
及
川
V
凋
塩
と
異
り
、
担
器
外
的
世
曾
過
程
に
於
げ
る
勢
費
白
階
融
的
組
織
化

E

7

ア
ア
シ
ズ
ム
勢
働
償
制
白
基
礎
的
機
構
に
し
て
ゐ
る
四
位
、
た
と
へ
そ
れ
が
フ
ア
ヅ
シ
ズ
ム
以
前
円
、
、
自
由
主
義
及
び
枇
舎
主
義
に
支
配
さ
れ
た
る
枇

官
股
勢
の
影
響
の
残
法
で
あ
り
、
而
し
て
今
己
れ
に
針
し
で
は
国
家
に
よ
る
雨
階
級
白
協
力
保
去
の
需
の
機
構
と
精
神
主
計
完
備
し
て
ゐ
る
に
し
て
も
、

全
盛
主
義
闘
家
の
建
前
か
ら
い
へ
ば
、
伊
中
山
剥
捗
働
位
制
が
持
て
る
一
目
内
面
的
弱
蹴
で
は
な
か
ら
う
か
。

億
一
-
一
、
勢
働
す
る
人
白
岡
家
的
意
義
が
確
認
さ
れ
て
そ
の
代
表
者
が
捗
働
樺
制
白
機
格
的
形
態
白
上
で
重
要
地
位
に
置
か
れ
て
ゐ
る
と
と
は
、
骨
太
利

捗
倒
世
制
問
調
著
な
る
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
恥
が
躍
な
る
階
級
的
利
益
仲
監
を
第
一
義
原
理
、
と
す
る
に
基
〈
白
で
な
〈
、

H
ワ
一
方
で
又
捗
働
償

制
幸
世
を
誼
ビ
で
視
力
な
る
裁
政
泊
力
乃
至
困
家
担
植
が
周
到
に
貫
徹
し
て
ゐ
る
と
と
は
極
め
で
注
目
に
値
ず
る
e

第
凶
、
砂
働
惜
制
と
経
済
世
制
と
が
そ
れ
白
紙
制
櫨
闘
の
一
一
耳
性
を
調
ピ
て
、
相
接
な
内
面
的
、
有
機
的
調
和
関
係
を
維
持
す
る
仕
組
に
な
司
て
ゐ
る

と

と

は

、

我

閤

及

び

綱

越

の

場

合

と

比

べ

て

一

白

異

色

正

せ

ね

ば

な

ら

由

。

も

第
五
、
困
家
が
自
己
目
責
任
ピ
於
て
大
規
模
自
綜
合
的
な
持
働
者
厚
生
機
闘
を
持
ち
且
つ
そ
れ
白
陣
理
的
意
義
白
重
大
性
が
政
治
白
最
高
樺
者
に
よ
っ

て
強
調
さ
恥
て
ゐ
る
こ
と
は
、
封
接
働
者
数
育
碍
陀
精
刺
殺
育
の
重
砲
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
左
共
に
、
一
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
巴
向
。

伊
太
利
捗
働
陸
制
白
特
徴

五
回




